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ナースセンターとは…
平成４年に「看護師等の人材確保の促進に関する法律」に基づき設置され、厚生労働大臣の許可を受けた
看護師等無料職業紹介所です。福島県ナースセンターは、福島県知事から指定を受けて運営しています。
各都道府県ナースセンターと、その中央機関である中央ナースセンターで成り立っています。
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看護師等離職時等の届出制度　平成27年10月
から、離職時など
に看護職が各都道
府県ナースセン
ターに届け出るこ
とが、努力義務と
なりました。
　ナースセンター
では、届出情報をもとに、再就業を希望する看護職の方へ、
その方の状況に合った就業の支援を行うことで看護職とし
てのキャリア継続へのサポートを行っていきます。

https://www.nurse-center.net/nccs/
eナースセンター 検索 ※類似の有料職業紹介所等のサイトが

　ありますのでご注意ください。

eナースセンターホームページ

都道府県看護協会による無料職業紹介事業
ユーザーIDと
パスワードの
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ふくしま応援看護職研修が終了しましたふくしま応援看護職研修が終了しました
　新興感染症、大規模災害の発生などの非常時に「ワクチン接種、避難所
対応など」の業務に対応可能な未就業の看護職を募集し、非常時に求めら
れる看護知識・技術を習得する研修を修了した「ふくしま応援看護職」を
育成することを目的に研修を行いました。
　令和6年度【新規研修】は29名、【更新研修】は25名の方が受講し、研
修修了者はふくしま応援看護職登録簿に登録いただき、有事には優先的
にナースセンターから業務従事依頼を行います。

看護職が働き続けられる環境づくりに関する
研修会を開催しました

看護職が働き続けられる環境づくりに関する
研修会を開催しました

　本研修会は社会経済福祉委員会との共同で開催され、今年度
のプログラムは「就業継続が可能な看護職の働き方の提案」の5
要因10項目のうち「夜勤負担」にフォーカスし、看護職の労務
管理に必要な知識を学び理解を深める事、さらには看護職の健
康と安全を守るうえで看護管理者に求められる役割を理解する
ことを目的としました。保健・医療・社会福祉施設などに勤務
する看護管理者を対象とし、59名の方が参加しました。
　講演では、公益社団法人日本看護協会労働政策部看護労働課
奥村元子先生と学校法人医療創生大学看護学部看護学科学科長
野崎裕之先生にお話しいただきました。グループワークでは
「就業継続が可能な働き方について管理者として考えること～夜
勤・交代勤務の現状と課題・対策」について各グループで活発
な意見交換が行われ、講義を通しての学びだけでなく互いの施
設の現状を話し合うことで得られる共感や新たな情報を知る

看護補助者お仕事説明会を
開催しました
看護補助者お仕事説明会を
開催しました

　ナースセンターでは看護補助者の方についても支援を行っております。看
護補助者への就業を希望する方、看護補助者に興味のある方を対象にハロー
ワーク郡山、ハローワーク福島で「看護補助者お仕事説明会」を開催し、2
日間で 32名の方が参加しました。
　第一部では実際に医療機関で働く看護師、看護補助者の方に看護補助者の
業務内容、仕事のやりがいなどについてお話ししていただきました。
　第二部では、就業相談を行い、自分の希望条件と合う職場についてナース
センター職員と相談を行いました。次年度につきましても説明会の実施を予
定しております。
　看護補助者として働きたい皆様、看護補助者の求人をお考えの施設の皆様、
ぜひナースセンターへご相談ください。

【新規研修】研修参加の動機（複数回答）

【新規研修】研修内容の満足度

❶知識・技術スキルアップ
❷研修内容に興味

❸「ふくしま応援看護職」登録への興味
❹社会貢献
❺復職希望

❻資格の活用 
❼研修案内の通知

❽ハローワーク設置のチラシ
❾ホームページ
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❶避難所における看護
（YouTube動画）

❷災害時のこころのケア
（YouTube動画）
❸感染症の基礎知識
（学研eラーニング）

❹災害看護概論
（DVD）

❺災害時のこころのケア
傾聴の実践（実地研修）

❻筋肉注射等の技術演習と
急変対応（実地研修）

非常に良い 良い 無回答あまり良くない 良くない

機会となり、管理者に求められる役割や取り組みのヒントが
得られたようでした。

福島県ナースセンター
看護師等無料職業紹介所

〒963-8871　郡山市本町一丁目20番24号（公益社団法人 福島県看護協会内）
TEL  024-934-0500　FAX  024-991-6002
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ハローワーク郡山会場の様子

ハローワーク福島会場の様子



会長あいさつ 看護職の再就業支援研修が終了しました看護職の再就業支援研修が終了しました

参加人数 地区別

福島市、郡山市、いわき市、伊達市、
須賀川市、広野町、南会津町

経験年数

最短月数2年、最長年数40年　
平均約15.2年

離職期間

最短月数0か月、最長年数33年　
平均約6.5年

合計33人

コース

１回目（郡山）

２回目（福島）

３回目（郡山）

４回目（いわき）

受講者数（人）

6

6

10

11

平均年齢

平均年齢49.2歳

年代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

受講者数（人）

1

5

14

5

7

1

取得資格

職種

保健師

助産師

看護師

准看護師

受講者数（人）

3

0

25

5

　日頃より看護協会の運営にご尽力とご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
　今年の干支「乙巳（きのとみ）」は、「努力を重ね、物事を安定させていく」といった縁起
のよさを表しており、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく」年になるとの
ことです。看護界においても様々な課題がありますが、皆さまとの繋がりを大事にして、
私たち看護職の明るい未来に邁進してまいりたいと思います。
　さて昨年4月に、いわきに続き会津サテライトが開設いたしました。ナースセンター
とサテライトでは、無料職業紹介事業などによる看護職の確保に加え、離職防止や潜在化
予防のために就業相談を強化し、職場定着の促進に取り組んでいます。
　また、看護師等の無料職業紹介と併せて看護補助者の無料職業紹介の実施が始まりました。ハローワークなどでも
相談業務や就労支援を行い、地域内の広域で皆様がナースセンターを利用しやすい環境を整えております。今後の
更なる連携強化により福島県の医療の質向上に貢献していきたいと考えます。
　下記は行っている事業です。

◆巡回就職相談会を行っています。
　　就業を希望している看護職の方を対象に、県内での就職を促進するため、県内各地11ヵ所のハローワークにナース
センターの相談員が出向き、相談会を行っています。
◆「eナースセンター」があります。
　　お仕事を探している看護職の方、看護職をお求めの施設の方に登録いただき、無料で24時間いつでも求人・求職
検索ができます。
◆オンライン相談も可能です。
　　ビデオ通話アプリZoomによるオンラインでの就業相談、進路相談も始めました。働いている職場での悩み等も、
ご相談ください。看護職の相談員によるアドバイスや情報提供等の支援を行います。
◆「とどけるん」
　　保健師、助産師、看護師、准看護師の免許を持ちながら、その仕事についていない方に、氏名や連絡先などを
都道府県ナースセンターへ届け出ていただく制度です。届出情報をもとに離職中の看護師等の方とつながりを持
ち、無料の職業紹介、相談員によるアドバイスや情報提供等の支援を行います。

　皆様にとって身近なナースセンターでありたいと思っております。どうぞご活用ください。

公益社団法人福島県看護協会　会長　佐藤 博子

【対象者】
就業を希望している看護職・看護補助者の
お仕事に興味のある方であればどなたでも!
お気軽にご相談ください !

【費　用】無料

【採血演習について】
看護職の方は相談会場で、採血演習も
実施できます。採血演習希望の方は、
福島県ナースセンターにお申込ください。

福島県ナースセンター　
TEL 024-934-0500

看護職の巡回就職相談会のお知らせ看護職の巡回就職相談会のお知らせ
～福島県ナースセンターが就職へのサポートをします～～福島県ナースセンターが就職へのサポートをします～

　県内11 ヵ所のハローワークにナースセンターの相談員が出向き、就職相談会を実施しています。日程をご確認いただき、
ぜひご参加ください。
　県内11 ヵ所のハローワークにナースセンターの相談員が出向き、就職相談会を実施しています。日程をご確認いただき、
ぜひご参加ください。

10：30 ～ 12：30

10：30 ～ 12：00

10：30 ～ 12：30

13：30 ～ 15：30

10：30 ～ 12：30

【2025年3月】※事前予約が必要です。

11日㈫
25日㈫

27日㈭

日　付 時　間 予約電話番号会　場

 6 日㈭

18日㈫

27 日㈭

 7 日㈮

13：30 ～ 15：00

TEL 024-534-4121　46＃

TEL 0244-24-3531

TEL 0246-23-1421　41＃

TEL 024-942-8609　41＃

TEL 0242-26-3333　42＃

TEL 0246-54-6666

ハローワーク福島

ハローワーク相双

ハローワークいわき

ハローワーク郡山

ハローワーク会津若松

ハローワーク小名浜

 6 日㈭ 10：30 ～ 12：00 TEL 0246-63-3171ハローワーク勿来

「様々な場で看護職として働き続けるために」の発表を聞く
参加者

看護職の働き方フォーラムを開催しました看護職の働き方フォーラムを開催しました
　県内の看護職（50歳～定年退職周辺の年齢）、および一般の
方を対象とした「看護職の働き方フォーラム」を開催し、昨年
度の2倍となる129名が参加しました。
　令和6年度の講演は、定年前後のプラチナナースにとって
関心があると思われる「年金について知ろう」を第一部講演に
企画しました。金融広報アドバイザーの宍戸美香様に、ねんき
ん定期便の見方、年金シュミレーターの活用方法などお話し
いただきました。
　第二部では、「様々な場で看護職として働き続けるために」
をテーマに、様々な場所で働く3名の看護職の方に、キャリア
を積み重ねながら生き生きと働き続けている現状についてご
発表をいただきました。
　アンケート結果でも「年齢を重ねていく自分を想像して考え
るよい機会となった」「60歳を過ぎてもまだイキイキと働き続

けられている3名の方の話は説得力があり、もう少し頑張れ
るような気持ちになりました」と前向きにやりがいを持って
働くという発表に元気づけられたというような、好評の声が
多く聞かれました。看護職としてのセカンドキャリアを考え
る機会となった研修でした。

令和6年令和6年

11/2511/25
月月

看護職員リフレッシュ研修を開催しました看護職員リフレッシュ研修を開催しました
　令和6年12月9日に、今年8年目となる「看護職員リフレッ
シュ研修」を開催しました。看護職員として働き続けるための
キャリアデザインを創造し、リフレッシュすることでモチベー

ション向上につなげる事を目的に、実務経験2年から5年未満
の看護職59名が参加しました。第一部は、「自己のキャリア形
成について考える」というテーマで、災害支援ナースと認知症
看護認定看護師2名の講師から講義をいただき、「キャリア形
成についてのイメージを掴む事ができた」「改めて自己の看護の
在り方について学び、考え直すきっかけになった」等、好評の声
が多く聞かれました。
　第二部は、講演「看護職の皆さんに伝えたいこと～そして今」
として山口達也様にお話しいただきました。受講者の皆さんか
らは、「今をどう生きるかが大切だと学べた」「過去・他人は変
えられない、よりよい未来のためチャレンジしていきたいと思っ
た」など、学びの深い研修となりました。

令和6年令和6年

12/912/9
月月

「看護を知ろう ! 2024」を開催しました「看護を知ろう ! 2024」を開催しました
　「看護の心」を普及させることを目的に、高校生の一日看護体
験を実施しています。高校生の一日看護体験の報告と進学ガイ
ダンスを兼ねて、参集とWEBのハイブリッドにて開催し、51名
が参加しました。
　前半に看護協会からの実績報告、高校生の受入れにご協力い
ただいた医療機関の発表を行い、情報共有しました。インタ
ビュー形式で行った高校生の発表では、看護体験参加に際し準
備した事、実際に参加して感じたこと、後輩たちのためにこれか
らの一日看護体験に望むことなどをお話しいただきました。
しっかりとした自分の考えを持ち、発表する姿はとても頼もし
く感じられました。後半は公立大学法人福島県立医科大学看護
学部基礎看護学部門助教  林紋美先生の「自分らしく看護職の道
を歩むために」と題した講演から始まり、看護学生、新卒1年目
の看護師、経験豊富な保健師、助産師の順に発表いただきまし
た。それぞれの “今”を中心に発表いただき、段階的かつ具体的
に看護職をイメージできるよう発信しました。

　県内の高校生、保護者、進路
指導担当教諭に、看護職の魅
力を感じてもらえるような
きっかけづくりや情報提供と
なるよう、また、医療機関には
高校生が看護職を目指す機会
を継続していただけるよう事
業を整備してまいります。

令和6年令和6年

10/510/5
土土

金融広報
アドバイザーの
宍戸美香様

山口達也様
ありがとうございました!

「自己のキャリア形成について考える」の発表を聞く
参加者

会場の様子

看護学生、新卒1年目の看護師、保健師、
助産師の皆さん

講師の
林紋美先生

受講目的の達成度

十分達成
できた
44％ほぼ達成

47％

あまり達成
できなかった

3％

その他6％

再就業への意欲

高まった
71％

変化なし
23％

その他6％

　福島県からの委託を受け、全2日間の「看護職の再就業支援研
修」4回が終了しました。最近の医療・福祉・看護の動向や看護
知識・技術を学び、自分に合った職場復帰について考え、復帰に繋
げることを目的とした本研修に合計33名の方が受講しました。
　講義・演習内容は、1日目「福島県看護協会ナースセンターの活
動、最新の医療・看護の動向」「看護職のための臨床倫理」「院内感
染防止」「医療事故防止」、2日目「フィジカルアセスメントのポイ
ント」「採血の知識」「訪問看護に要する知識」を行いました。研修
後の振り返り会においては、講義を通しての学びだけでなく、就職
活動の様子など互いの困りごとを話し合い、個別相談では福島県
ナースセンター相談員との再就業に関する情報収集を行いました。
　講義・演習の内容はさることながら、看護の専門の先端を行く
講師の姿は受講生の再就業への意欲を後押しする様子がうかがえ
ました。
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参加人数 地区別

福島市、郡山市、いわき市、伊達市、
須賀川市、広野町、南会津町

経験年数

最短月数2年、最長年数40年　
平均約15.2年

離職期間

最短月数0か月、最長年数33年　
平均約6.5年

合計33人

コース

１回目（郡山）

２回目（福島）

３回目（郡山）

４回目（いわき）
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平均年齢49.2歳
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受講者数（人）
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准看護師

受講者数（人）
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　日頃より看護協会の運営にご尽力とご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
　今年の干支「乙巳（きのとみ）」は、「努力を重ね、物事を安定させていく」といった縁起
のよさを表しており、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく」年になるとの
ことです。看護界においても様々な課題がありますが、皆さまとの繋がりを大事にして、
私たち看護職の明るい未来に邁進してまいりたいと思います。
　さて昨年4月に、いわきに続き会津サテライトが開設いたしました。ナースセンター
とサテライトでは、無料職業紹介事業などによる看護職の確保に加え、離職防止や潜在化
予防のために就業相談を強化し、職場定着の促進に取り組んでいます。
　また、看護師等の無料職業紹介と併せて看護補助者の無料職業紹介の実施が始まりました。ハローワークなどでも
相談業務や就労支援を行い、地域内の広域で皆様がナースセンターを利用しやすい環境を整えております。今後の
更なる連携強化により福島県の医療の質向上に貢献していきたいと考えます。
　下記は行っている事業です。

◆巡回就職相談会を行っています。
　　就業を希望している看護職の方を対象に、県内での就職を促進するため、県内各地11ヵ所のハローワークにナース
センターの相談員が出向き、相談会を行っています。
◆「eナースセンター」があります。
　　お仕事を探している看護職の方、看護職をお求めの施設の方に登録いただき、無料で24時間いつでも求人・求職
検索ができます。
◆オンライン相談も可能です。
　　ビデオ通話アプリZoomによるオンラインでの就業相談、進路相談も始めました。働いている職場での悩み等も、
ご相談ください。看護職の相談員によるアドバイスや情報提供等の支援を行います。
◆「とどけるん」
　　保健師、助産師、看護師、准看護師の免許を持ちながら、その仕事についていない方に、氏名や連絡先などを
都道府県ナースセンターへ届け出ていただく制度です。届出情報をもとに離職中の看護師等の方とつながりを持
ち、無料の職業紹介、相談員によるアドバイスや情報提供等の支援を行います。

　皆様にとって身近なナースセンターでありたいと思っております。どうぞご活用ください。

公益社団法人福島県看護協会　会長　佐藤 博子

【対象者】
就業を希望している看護職・看護補助者の
お仕事に興味のある方であればどなたでも!
お気軽にご相談ください !

【費　用】無料

【採血演習について】
看護職の方は相談会場で、採血演習も
実施できます。採血演習希望の方は、
福島県ナースセンターにお申込ください。

福島県ナースセンター　
TEL 024-934-0500

看護職の巡回就職相談会のお知らせ看護職の巡回就職相談会のお知らせ
～福島県ナースセンターが就職へのサポートをします～～福島県ナースセンターが就職へのサポートをします～

　県内11 ヵ所のハローワークにナースセンターの相談員が出向き、就職相談会を実施しています。日程をご確認いただき、
ぜひご参加ください。
　県内11 ヵ所のハローワークにナースセンターの相談員が出向き、就職相談会を実施しています。日程をご確認いただき、
ぜひご参加ください。

10：30 ～ 12：30

10：30 ～ 12：00

10：30 ～ 12：30

13：30 ～ 15：30

10：30 ～ 12：30

【2025年3月】※事前予約が必要です。

11日㈫
25日㈫

27日㈭

日　付 時　間 予約電話番号会　場

 6 日㈭

18日㈫

27 日㈭

 7 日㈮

13：30 ～ 15：00

TEL 024-534-4121　46＃

TEL 0244-24-3531

TEL 0246-23-1421　41＃

TEL 024-942-8609　41＃

TEL 0242-26-3333　42＃

TEL 0246-54-6666

ハローワーク福島

ハローワーク相双

ハローワークいわき

ハローワーク郡山

ハローワーク会津若松

ハローワーク小名浜

 6 日㈭ 10：30 ～ 12：00 TEL 0246-63-3171ハローワーク勿来

「様々な場で看護職として働き続けるために」の発表を聞く
参加者

看護職の働き方フォーラムを開催しました看護職の働き方フォーラムを開催しました
　県内の看護職（50歳～定年退職周辺の年齢）、および一般の
方を対象とした「看護職の働き方フォーラム」を開催し、昨年
度の2倍となる129名が参加しました。
　令和6年度の講演は、定年前後のプラチナナースにとって
関心があると思われる「年金について知ろう」を第一部講演に
企画しました。金融広報アドバイザーの宍戸美香様に、ねんき
ん定期便の見方、年金シュミレーターの活用方法などお話し
いただきました。
　第二部では、「様々な場で看護職として働き続けるために」
をテーマに、様々な場所で働く3名の看護職の方に、キャリア
を積み重ねながら生き生きと働き続けている現状についてご
発表をいただきました。
　アンケート結果でも「年齢を重ねていく自分を想像して考え
るよい機会となった」「60歳を過ぎてもまだイキイキと働き続

けられている3名の方の話は説得力があり、もう少し頑張れ
るような気持ちになりました」と前向きにやりがいを持って
働くという発表に元気づけられたというような、好評の声が
多く聞かれました。看護職としてのセカンドキャリアを考え
る機会となった研修でした。

令和6年令和6年

11/2511/25
月月

看護職員リフレッシュ研修を開催しました看護職員リフレッシュ研修を開催しました
　令和6年12月9日に、今年8年目となる「看護職員リフレッ
シュ研修」を開催しました。看護職員として働き続けるための
キャリアデザインを創造し、リフレッシュすることでモチベー

ション向上につなげる事を目的に、実務経験2年から5年未満
の看護職59名が参加しました。第一部は、「自己のキャリア形
成について考える」というテーマで、災害支援ナースと認知症
看護認定看護師2名の講師から講義をいただき、「キャリア形
成についてのイメージを掴む事ができた」「改めて自己の看護の
在り方について学び、考え直すきっかけになった」等、好評の声
が多く聞かれました。
　第二部は、講演「看護職の皆さんに伝えたいこと～そして今」
として山口達也様にお話しいただきました。受講者の皆さんか
らは、「今をどう生きるかが大切だと学べた」「過去・他人は変
えられない、よりよい未来のためチャレンジしていきたいと思っ
た」など、学びの深い研修となりました。

令和6年令和6年

12/912/9
月月

「看護を知ろう ! 2024」を開催しました「看護を知ろう ! 2024」を開催しました
　「看護の心」を普及させることを目的に、高校生の一日看護体
験を実施しています。高校生の一日看護体験の報告と進学ガイ
ダンスを兼ねて、参集とWEBのハイブリッドにて開催し、51名
が参加しました。
　前半に看護協会からの実績報告、高校生の受入れにご協力い
ただいた医療機関の発表を行い、情報共有しました。インタ
ビュー形式で行った高校生の発表では、看護体験参加に際し準
備した事、実際に参加して感じたこと、後輩たちのためにこれか
らの一日看護体験に望むことなどをお話しいただきました。
しっかりとした自分の考えを持ち、発表する姿はとても頼もし
く感じられました。後半は公立大学法人福島県立医科大学看護
学部基礎看護学部門助教  林紋美先生の「自分らしく看護職の道
を歩むために」と題した講演から始まり、看護学生、新卒1年目
の看護師、経験豊富な保健師、助産師の順に発表いただきまし
た。それぞれの “今”を中心に発表いただき、段階的かつ具体的
に看護職をイメージできるよう発信しました。

　県内の高校生、保護者、進路
指導担当教諭に、看護職の魅
力を感じてもらえるような
きっかけづくりや情報提供と
なるよう、また、医療機関には
高校生が看護職を目指す機会
を継続していただけるよう事
業を整備してまいります。

令和6年令和6年

10/510/5
土土

金融広報
アドバイザーの
宍戸美香様

山口達也様
ありがとうございました!

「自己のキャリア形成について考える」の発表を聞く
参加者

会場の様子

看護学生、新卒1年目の看護師、保健師、
助産師の皆さん

講師の
林紋美先生

受講目的の達成度

十分達成
できた
44％ほぼ達成

47％

あまり達成
できなかった

3％

その他6％

再就業への意欲

高まった
71％

変化なし
23％

その他6％

　福島県からの委託を受け、全2日間の「看護職の再就業支援研
修」4回が終了しました。最近の医療・福祉・看護の動向や看護
知識・技術を学び、自分に合った職場復帰について考え、復帰に繋
げることを目的とした本研修に合計33名の方が受講しました。
　講義・演習内容は、1日目「福島県看護協会ナースセンターの活
動、最新の医療・看護の動向」「看護職のための臨床倫理」「院内感
染防止」「医療事故防止」、2日目「フィジカルアセスメントのポイ
ント」「採血の知識」「訪問看護に要する知識」を行いました。研修
後の振り返り会においては、講義を通しての学びだけでなく、就職
活動の様子など互いの困りごとを話し合い、個別相談では福島県
ナースセンター相談員との再就業に関する情報収集を行いました。
　講義・演習の内容はさることながら、看護の専門の先端を行く
講師の姿は受講生の再就業への意欲を後押しする様子がうかがえ
ました。
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私たち看護職の明るい未来に邁進してまいりたいと思います。
　さて昨年4月に、いわきに続き会津サテライトが開設いたしました。ナースセンター
とサテライトでは、無料職業紹介事業などによる看護職の確保に加え、離職防止や潜在化
予防のために就業相談を強化し、職場定着の促進に取り組んでいます。
　また、看護師等の無料職業紹介と併せて看護補助者の無料職業紹介の実施が始まりました。ハローワークなどでも
相談業務や就労支援を行い、地域内の広域で皆様がナースセンターを利用しやすい環境を整えております。今後の
更なる連携強化により福島県の医療の質向上に貢献していきたいと考えます。
　下記は行っている事業です。

◆巡回就職相談会を行っています。
　　就業を希望している看護職の方を対象に、県内での就職を促進するため、県内各地11ヵ所のハローワークにナース
センターの相談員が出向き、相談会を行っています。
◆「eナースセンター」があります。
　　お仕事を探している看護職の方、看護職をお求めの施設の方に登録いただき、無料で24時間いつでも求人・求職
検索ができます。
◆オンライン相談も可能です。
　　ビデオ通話アプリZoomによるオンラインでの就業相談、進路相談も始めました。働いている職場での悩み等も、
ご相談ください。看護職の相談員によるアドバイスや情報提供等の支援を行います。
◆「とどけるん」
　　保健師、助産師、看護師、准看護師の免許を持ちながら、その仕事についていない方に、氏名や連絡先などを
都道府県ナースセンターへ届け出ていただく制度です。届出情報をもとに離職中の看護師等の方とつながりを持
ち、無料の職業紹介、相談員によるアドバイスや情報提供等の支援を行います。

　皆様にとって身近なナースセンターでありたいと思っております。どうぞご活用ください。
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【採血演習について】
看護職の方は相談会場で、採血演習も
実施できます。採血演習希望の方は、
福島県ナースセンターにお申込ください。
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成についてのイメージを掴む事ができた」「改めて自己の看護の
在り方について学び、考え直すきっかけになった」等、好評の声
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ふくしま応援看護職研修が終了しましたふくしま応援看護職研修が終了しました
　新興感染症、大規模災害の発生などの非常時に「ワクチン接種、避難所
対応など」の業務に対応可能な未就業の看護職を募集し、非常時に求めら
れる看護知識・技術を習得する研修を修了した「ふくしま応援看護職」を
育成することを目的に研修を行いました。
　令和6年度【新規研修】は29名、【更新研修】は25名の方が受講し、研
修修了者はふくしま応援看護職登録簿に登録いただき、有事には優先的
にナースセンターから業務従事依頼を行います。

看護職が働き続けられる環境づくりに関する
研修会を開催しました
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　本研修会は社会経済福祉委員会との共同で開催され、今年度
のプログラムは「就業継続が可能な看護職の働き方の提案」の5
要因10項目のうち「夜勤負担」にフォーカスし、看護職の労務
管理に必要な知識を学び理解を深める事、さらには看護職の健
康と安全を守るうえで看護管理者に求められる役割を理解する
ことを目的としました。保健・医療・社会福祉施設などに勤務
する看護管理者を対象とし、59名の方が参加しました。
　講演では、公益社団法人日本看護協会労働政策部看護労働課
奥村元子先生と学校法人医療創生大学看護学部看護学科学科長
野崎裕之先生にお話しいただきました。グループワークでは
「就業継続が可能な働き方について管理者として考えること～夜
勤・交代勤務の現状と課題・対策」について各グループで活発
な意見交換が行われ、講義を通しての学びだけでなく互いの施
設の現状を話し合うことで得られる共感や新たな情報を知る

看護補助者お仕事説明会を
開催しました
看護補助者お仕事説明会を
開催しました

　ナースセンターでは看護補助者の方についても支援を行っております。看
護補助者への就業を希望する方、看護補助者に興味のある方を対象にハロー
ワーク郡山、ハローワーク福島で「看護補助者お仕事説明会」を開催し、2
日間で 32名の方が参加しました。
　第一部では実際に医療機関で働く看護師、看護補助者の方に看護補助者の
業務内容、仕事のやりがいなどについてお話ししていただきました。
　第二部では、就業相談を行い、自分の希望条件と合う職場についてナース
センター職員と相談を行いました。次年度につきましても説明会の実施を予
定しております。
　看護補助者として働きたい皆様、看護補助者の求人をお考えの施設の皆様、
ぜひナースセンターへご相談ください。
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❹災害看護概論
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❺災害時のこころのケア
傾聴の実践（実地研修）

❻筋肉注射等の技術演習と
急変対応（実地研修）

非常に良い 良い 無回答あまり良くない 良くない

機会となり、管理者に求められる役割や取り組みのヒントが
得られたようでした。
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